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治
タイプライタ
協議離婚取消し

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
田中　浜子

治
タイプライタ
申立人の戸籍謄本１通、相手方の戸籍謄本１通
住民票　各１通、協議離婚届記載事項証明書

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
田中　浜子

治
タイプライタ
タナカ　ハマコ

治
タイプライタ
４７

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
会社員

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
山田　太郎

治
タイプライタ
ヤマダ　タロウ

治
タイプライタ
４６

治
タイプライタ
６

治
タイプライタ
１２

治
タイプライタ
自営業
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治
タイプライタ
１　申立人と相手方との協議離婚を取消すとの調停を求めます。

治
タイプライタ
１　申立人と相手方は、平成＊＊年＊＊月＊＊日に婚姻し、相手方の自営業の
拡張に協力してきました。しかし、バブルの崩壊後、売掛金の焦げ付きが多発
し、返済ができない状態になったことから、相手方は、申立人に協議離婚すれ
ば、申立人には借金の返済義務がなくなり、子らが借金取りに追われることが
ないと言葉巧みに言われ、協議離婚を決めました。
２　協議離婚は、平成＊＊年＊＊月＊＊日に提出しましたが、最近になり、相
手方には、女性がいることがわかりました。相手方の言葉に騙され、離婚届に
署名押印しましたが、申立人と相手方との協議離婚の取消しを求めるため、本
申立をしました。




